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平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
三
日
、
代
表
理
事 

大

谷
信
義
が
、
理
事
全
員
に
対
し
て
理
事
会
の
決

議
の
目
的
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て
提
案
書
を
発

し
た
。
当
該
提
案
に
つ
き
、
平
成
二
十
八
年
五

月
三
十
一
日
、
理
事
全
員
か
ら
書
面
に
よ
り
同

意
の
意
思
表
示
を
得
て
、
理
事
会
の
決
議
の
省

略
を
行
っ
た
の
で
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般

財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
九
十
六
条
に
基
づ

き
、
当
該
提
案
を
可
決
す
る
旨
の
理
事
会
が
あ

っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。

理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
事
項
の
内
容

社
員
総
会
の
目
的
事
項

承
認
事
項　

第
一
号　

平
成
27
年
度
事
業
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

承
認
事
項　

第
二
号　

平
成
27
年
度
決
算
書
類
の
承
認
に
つ
い
て

決
議
事
項　

第
三
号　

	

理
事
及
び
監
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選

に
つ
い
て

公
益
社
団
法
人
日
本
演
劇
興
行
協
会
の
定
時
総

会
を
、
平
成
二
十
八
年
六
月
十
五
日（
水
）午
後

一
時
三
〇
分
か
ら
、
ザ
・
プ
リ
ン
ス 

パ
ー
ク
タ

ワ
ー
東
京
に
お
い
て
開
催
し
た
。

定
時
総
会
議
題

第
一
号
議
案　

平
成
27
年
度
事
業
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

平
成
27
年
度
決
算
書
類
の
承
認
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

理
事
及
び
監
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
に
つ
い
て

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
理
事
、
監
事
、
委
員
出
席
の
も
と
、
大

谷
会
長
か
ら
各
表
彰
者
に
助
成
金
と
賞
状
を
贈
呈
い
た
し
ま

し
た
。

（
受
賞
者
と
授
賞
理
由
）

①
石
川
　
耕
士
　
殿

　

昭
和
六
十
一
年
の
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
第
一
作「
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
」よ
り
演
出
部
と
し
て
参
加
し
た
後
、
ス
ー
パ
ー
歌
舞

伎
第
三
作「
オ
グ
リ
」、「
ご
贔
屓
繋
馬
」以
降
の
復
活
通
し
狂

言
な
ど
三
代
目
市
川
猿
之
助
の
歌
舞
伎
作
品
に
お
け
る
脚
本

の
補
綴
と
演
出
を
多
く
務
め
ら
れ
ま
し
た
。「
加
賀
見
山
再
岩

藤
」「
伊
達
の
十
役
」な
ど
猿
之
助
四
十
八
撰
の
制
定
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
四
代
目
市
川
猿
之
助
と
も
組
み「
金
幣

猿
島
郡
」な
ど
三
代
目
と
共
に
創
り
上
げ
た
歌
舞
伎
作
品
を
、

古
典
と
し
て
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
と
い
う
功
績
を
残
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
そ
の
功
績
を
讃
え
、
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

②
廣
田
　
進
　
殿

　

フ
リ
ー
の
舞
台
監
督
と
し
て
数
多
く
の
作
品
に
携
わ
り
、

近
年
で
は
帝
国
劇
場
公
演
を
中
心
に
活
動
し
、「
エ
リ
ザ
ベ
ー

ト
」「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
！
」等
の
大
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
舞
台

監
督
を
務
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

舞
台
現
場
の
統
括
責
任
者
と
し
て
数
多
く
の
公
演
を
安
全

か
つ
円
滑
に
進
行
さ
せ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
演
出
家
を
は
じ

め
と
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
後
輩
の
指

導
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
長
い
時
間
を
か
け
て
蓄
積

さ
れ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
こ
れ
か
ら
も
広
く
後
進
に
受

け
継
が
れ
る
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
長
年
の
功
績
を
讃
え
、
今
後
一
層
の
活
躍
を

願
っ
て
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

公
益
社
団
法
人 

日
本
演
劇
興
行
協
会
　
平
成
二
十
七
年
度
　
定
時
総
会
・
理
事
会
開
催

　

各
号
議
案
は
全
員
異
議
な
く
承
認
可
決
し
た
。

　

理
事
14
名
と
監
事
2
名
は
全
員
再
任
さ
れ
た
。

公
益
社
団
法
人
日
本
演
劇
興
行
協
会
の
理
事
会

を
、
平
成
二
十
八
年
六
月
十
五
日（
水
）午
後
三

時
か
ら
、
ザ
・
プ
リ
ン
ス 

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京

に
お
い
て
開
催
し
た
。

理
事
会
議
題

第
一
号
議
案　

会
長
及
び
常
務
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

　

会
長
に
大
谷
信
義
氏
、
常
務
理
事
に
安
孫
子
正
氏
、
池
田

篤
郎
氏
、
川
瀬
昌
弘
氏
の
再
任
を
可
決
承
認
し
た
。

【
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
】

　

平
成
二
十
七
年
度
は
定
款
四
条
に
定
め
ら
れ
た
事
業
を
下

記
の
通
り
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
協
会
が
実
施
し
て
い
る
助
成
事
業（
演
劇
の
関
係
者
へ

の
助
成
金
交
付
、
海
外
研
修
者
に
対
す
る
助
成
、
脚
本
家
養

成
に
対
す
る
助
成
）、
普
及
事
業（
半
額
観
劇
会
、
学
生
対
象

の
演
劇
教
室
）及
び
調
査
事
業
等
の
公
的
事
業
活
動
は
充
実

し
、
演
劇
の
振
興
と
普
及
を
図
る
と
い
う
事
業
目
的
は
達
成

い
た
し
ま
し
た
。

Ⅰ
助
成
事
業

（
１
）演
劇
関
係
者
へ
の
助
成
金
交
付

　

演
劇
興
行
お
よ
び
演
劇
製
作
に
寄
与
し
た
団
体
ま
た
は
個

人
の
功
績
を
た
た
え
、
表
彰
す
る
助
成
金
交
付
は
、
委
員
会

の
答
申
を
受
け
、
常
務
理
事
に
お
け
る
審
議
の
結
果
、
本
年

度
は
下
記
の
三
氏
と
一
団
体
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式

は
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日（
火
）午
後
二
時
か
ら
、
東
京
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事
業
報
告
・
事
業
計
画

③
高
橋
　
亜
子
　
殿

　

脚
本
家
、
作
詞
家
、
訳
詞
家
と
し
て
数
々
の
舞
台
・
映
画

の
脚
本
や
翻
訳
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
訳
詞
に
取
り
組
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
優
れ
た
作
品
を
国
内
に
紹
介
す
る
活
動
に
意
欲
を

注
ぎ
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

歌
詞
の
意
味
合
い
や
歌
い
手
の
心
情
を
大
切
に
し
て
、
日

本
人
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
に
合
わ
せ
て
観
客
に
伝
え
よ
う
と

す
る
ご
努
力
は
、
日
本
の
演
劇
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
讃
え
、
今
後
の
一
層
の
活
躍

を
願
っ
て
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

④
松
竹
新
喜
劇
　
文
芸
部
　
殿

　

日
本
初
の
喜
劇
団
、
曾
我
廼
家
五
郎
十
郎
兄
弟
劇
の
伝
統

を
受
け
継
ぐ
唯
一
の
劇
団
で
あ
る
松
竹
新
喜
劇
の
上
演
作
品

の
創
作
か
ら
補
綴
演
出
そ
し
て
舞
台
進
行
ま
で
幅
広
く
手
掛

け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

上
方
喜
劇
の
伝
統
を
継
承
す
る
の
み
な
ら
ず
、
今
を
生
き

る
喜
劇
づ
く
り
に
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
日
本
の

演
劇
界
の
発
展
に
貴
重
な
存
在
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
そ
の
功
績
を
讃
え
、
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

（
２
）海
外
研
修
へ
の
助
成

　

本
年
度
の
海
外
研
修
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
研
修
志
望
者

を
募
り
、
各
自
が
日
程
、
行
動
を
事
由
に
設
定
し
、
滞
在
中

は
各
自
が
責
任
行
動
す
る
方
法
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
協

会
は
往
復
の
航
空
運
賃
、
宿
泊
費
、
観
劇
チ
ケ
ッ
ト
代
金
を

助
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
十
五
名
、
ロ
ン
ド
ン
に
一
名
の

計
十
六
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
で
二
十
六
年
目
と

な
り
、
研
修
参
加
者
の
延
べ
人
数
は
四
八
九
名
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）新
人
脚
本
家
養
成
の
た
め
の
助
成

　

本
年
度
は
、「
第
七
回
脚
本
募
集
」の
審
査
を
終
了
し
、
入

選
作
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

【
最
優
秀
作
・
賞
金
百
万
円
】

　

該
当
者
な
し

【
優
秀
作
・
賞
金
五
十
万
円
】

・
時
代
劇
部
門「
ガ
ン
バ
レ
、
高
島
屋
」	

篠
崎	

隆
雄	

殿

【
佳
作
・
賞
金
二
十
万
円
】

・
歌
舞
伎
部
門「
夕
霧
奇
譚
紙
衣
道
行
」	

篠
崎	

隆
雄	

殿

・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
部
門「
マ
イ　

ス
ト
ー
リ
ー
」	

白
木	

利
和	

殿

・
現
代
劇
部
門「
肢
の
な
い
鳥
」	

松
永	

尚
三	

殿

・
時
代
劇
部
門「
ぬ
ば
た
ま
─
舜
庵
先
生
診
察
見
立
─
」	

三
谷	

る
み	

殿

・
歌
舞
伎
部
門「
運
天
鏡
賽
子
」	

山
崎	

赤
絵	

殿

　

平
成
二
十
七
年
六
月
十
日（
水
）午
後
三
時
か
ら
、
東
京
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
理
事
、
監
事
、
委
員
出
席
の
も
と
、
大
谷

会
長
か
ら
各
入
選
者
に
賞
金
と
賞
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
引
き
続
き「
脚
本
家
養
成
講
座
」を
開
講

し
、「
初
心
者
コ
ー
ス
」五
名
、「
中
級
コ
ー
ス
」十
七
名
、「
マ
ス

タ
ー
コ
ー
ス
」八
名
の
計
三
十
名
が
受
講
い
た
し
ま
し
た
。

　

通
常
の
講
義
以
外
に
、
外
部
よ
り
講
師
を
招
い
て
特
別
講

義
を
一
回
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

演
劇
の
基
盤
を
広
げ
る
た
め
に
は
優
秀
な
脚
本
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
演
劇
の
脚
本
は
一
朝
一
夕
に
生
ま
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
長
期
的
な
養
成
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
継
続
し
て
講

座
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ
．
普
及
事
業

（
１
）半
額
観
劇
会

　

東
京
都
、
公
益
財
団
法
人	

東
京
都
歴
史
文
化
財
団
、
公

益
財
団
法
人	

都
民
劇
場
、
大
阪
府
、
独
立
行
政
法
人	

日
本

芸
術
文
化
振
興
会
、
公
益
財
団
法
人	

名
古
屋
市
文
化
振
興

財
団
、
公
益
財
団
法
人	

福
岡
市
文
化
芸
術
振
興
財
団
と
本

協
会
と
で
共
催
し
て
い
る
半
額
観
劇
会
は
、
低
価
格
で
質
の

高
い
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
す
る
事
業
と
し
て
、

都
民
、
府
民
、
市
民
か
ら
幅
広
く
支
持
さ
れ
、
演
劇
人
口
の

裾
野
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
加
盟
十
一
劇
場
と
一
社
の
協
力
を
得
て
、
東

京
地
区
四
回
、
大
阪
地
区
六
回
、
名
古
屋
地
区
三
回
、
福
岡

地
区
六
回
の
合
計
十
九
回
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
二
十
七
年
四
月
、
東
京
都
、
公
益
財
団
法
人

東
京
都
歴
史
文
化
財
団
、
公
益
財
団
法
人
都
民
劇
場
、
大
阪

府
、
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
公
益
財
団
法

人
名
古
屋
市
文
化
振
興
財
団
、
公
益
財
団
法
人
福
岡
市
文
化

芸
術
振
興
財
団
と
本
協
会
と
は
、
普
及
事
業
に
関
わ
る
協
定

書
に
調
印
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
益
財
団
法
人
名
古
屋

市
文
化
振
興
財
団
、
公
益
財
団
法
人
福
岡
市
文
化
芸
術
振
興

財
団
と
本
協
会
と
は
、
普
及
事
業
に
関
わ
る
取
り
扱
い
手
数

料
に
つ
い
て
覚
書
に
調
印
い
た
し
ま
し
た
。

（
２
）学
生
対
象
の
演
劇
教
室

　

加
盟
劇
場
の
観
劇
と
組
合
せ
、
学
生
を
対
象
と
し
た
演
劇

教
室
を
開
催
し
、
若
年
層
へ
演
劇
の
普
及
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
学
生
の
た
め
の
歌
舞
伎
教
室
」を
、
平
成
二
十
七
年
九
月

に
京
都
南
座（
参
加
者
一
〇
〇
名
）に
て
行
い
ま
し
た
。

　
「
学
生
の
た
め
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
教
室
」を
、
平
成
二
十
七

年
七
月
に
博
多
座（
参
加
者
一
三
〇
名
）、
十
一
月
に
帝
国
劇

場（
参
加
者
一
二
〇
名
）に
て
行
い
ま
し
た
。

Ⅲ
．
会
報
の
発
行

　

協
会
の
事
業
及
び
情
報
の
周
知
を
図
る
た
め
、
会
報

四
十
八
号
、
四
十
九
号
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。
会
報
は
会
員
、

賛
助
会
員
、
所
轄
官
庁
、
関
係
団
体
、
演
劇
評
論
家
、
演
劇

記
者
、
業
界
紙
、
舞
台
関
係
者
等
々
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

Ⅳ
．
調
査
事
業

　

ロ
ン
ド
ン
劇
場
協
会
が
作
成
し
た
加
盟
五
十
一
劇
場
で
実

施
さ
れ
た
一
年
を
通
じ
た
ボ
ッ
ク
ス　

オ
フ
ィ
ス
デ
ー
タ
の

調
査
結
果
と
ロ
ン
ド
ン
劇
場
協
会
提
携
会
員
の
十
二
の
準

会
員
劇
場
の
主
要
事
項
を
内
容
と
し
て
い
る「Box	O

ffi
ce	

D
ata	Report	2013

」を
入
手
し
、
演
劇
関
係
者
の
参
考
資

料
と
し
て
翻
訳
、
編
集
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ぴ
あ
株
式
会
社
が
事
業
委
託
を
受
け
て
作
成
す
る

「
ラ
イ
ブ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
市
場
調
査
報
告
書
」の
調

査
・
編
集
に
協
力
し
ま
し
た
。
そ
の
報
告
書
を
入
手
し
、
加

盟
劇
場
と
情
報
を
共
有
い
た
し
ま
し
た
。
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報
告
事
項

１
．	
一
般
社
団
法
人	

日
本
音
楽
著
作
権
協
会（JASRAC

）と

の
音
楽
著
作
権
料
に
関
す
る
交
渉
を
継
続
し
て
行
う
。

２
．	
一
般
社
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
促
進
協
会
と
ワ
イ

ア
レ
ス
マ
イ
ク
の
周
波
数
帯
域
移
行
問
題
の
交
渉
を
継

続
し
て
行
う
。

３
．
監
事
の
異
動

　
　

平
成
二
十
七
年
五
月　

監
事
・
大
西
昭
一
郎
氏
退
任

　
　

平
成
二
十
七
年
六
月　

監
事
・
安
藤
知
史
氏
就
任

４
．
委
員
の
異
動

　
　

	

平
成
二
十
七
年
四
月　

大
阪
松
竹
座
支
配
人
・
市
村
昌

也
氏
就
任
、
吉
浦
高
志
氏
退
任
。

　
　

	

平
成
二
十
七
年
十
一
月　

新
橋
演
舞
場
支
配
人
・
千
田

学
氏
就
任
、
荒
井
康
博
氏
退
任
。

５
．
委
員
会
の
開
催

　
　

	

協
会
加
盟
劇
場
の
支
配
人
を
委
員
と
す
る
委
員
会
は
、

協
会
の
事
業
活
動
方
針
を
審
議
す
る
た
め
に
、
平
成

二
十
七
年
度
は
六
月
、
九
月
、
十
一
月
、
三
月
の
四
回

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

【
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
】

　

演
劇
の
普
及
と
演
劇
に
関
す
る
助
成
に
よ
っ
て
、
文
化
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
本
協
会
の

助
成
事
業（
演
劇
関
係
者
へ
の
助
成
金
交
付
、
海
外
研
修
へ

の
助
成
）、
普
及
事
業（
半
額
観
劇
会
、
新
人
作
家
養
成
及
び

演
劇
に
関
す
る
講
座
開
催
）調
査
事
業
等
、
公
的
諸
事
業
は

順
調
に
推
移
し
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

本
年
は
こ
れ
ら
の
諸
事
業
を
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
更

な
る
公
的
事
業
の
充
実
を
図
る
。

Ⅰ
．
助
成
事
業

１
．
演
劇
関
係
者
へ
の
助
成
金
交
付

　

演
劇
制
作
・
興
行
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
た

団
体
ま
た
は
個
人
に
交
付
す
る
も
の
で
、
内
外
か
ら
の
推
薦

を
募
り
、
こ
れ
を
委
員
会
及
び
理
事
会
の
審
議
を
得
て
決
定

す
る
。

（
助
成
金
は
一
件
五
十
万
円
）

２
．
海
外
研
修
へ
の
助
成

　

平
成
元
年
に
発
足
し
た
海
外
研
修
は
、
研
修
者
が
欧
米
の

演
劇
と
文
化
に
直
接
肌
に
触
れ
る
こ
と
で
大
き
な
実
績
と
な

る
。
海
外
演
劇
、
特
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
は
盛
況
で
あ
り
、

本
場
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
の
舞
台
を
研
究
し
た
い

と
い
う
要
望
は
強
く
、
二
十
七
年
間
の
延
べ
参
加
人
員
は

四
八
九
名
に
達
し
て
い
る
。
本
年
度
も
例
年
通
り
演
劇
業
界

に
携
わ
り
、
新
し
い
分
野
に
取
り
組
む
意
欲
を
持
つ
人
た
ち

に
、
海
外
文
化
、
演
劇
を
勉
強
す
る
機
会
を
提
供
す
る
事
業

と
し
て
、
内
外
か
ら
申
請
を
募
り
実
施
す
る
。
本
年
度
も
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
、
ロ
ン
ド
ン
・
ウ
エ
ス
ト
エ

ン
ド
の
劇
場
視
察
を
行
う
。

（
研
修
費
は
一
人
二
十
五
万
円
及
び
研
修
先
で
の
観
劇
代
金
）

３
．
脚
本
家
育
成
へ
の
助
成

　
　
（
脚
本
募
集
及
び
脚
本
家
養
成
講
座
）

　

演
劇
の
基
盤
を
広
げ
る
た
め
に
は
優
秀
な
脚
本
が
求
め
ら

れ
る
。
演
劇
の
脚
本
は
一
朝
一
夕
に
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
長
期
的
な
養
成
が
必
要
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
五
年
度
よ
り
、「
初
級
コ
ー
ス
」「
中
級
コ
ー
ス
」

「
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
」の
三
コ
ー
ス
と
し
た「
脚
本
家
養
成
講

座
」を
引
き
続
き
開
催
す
る
。
演
劇
に
親
し
ん
で
、
戯
曲
の

創
作
を
学
ん
で
も
ら
う
。
ま
た
、
今
年
度
も
試
演
会
や
各
分

野
の
ゲ
ス
ト
講
師
を
招
き
、
講
座
の
充
実
を
図
る
。

Ⅱ
．
普
及
事
業

　

東
京
都
、
公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
、
公
益

財
団
法
人
都
民
劇
場
、
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興

会
・
国
立
文
楽
劇
場
、
大
阪
府
、
公
益
財
団
法
人
名
古
屋
市

文
化
振
興
財
団
、
公
益
財
団
法
人
福
岡
市
文
化
芸
術
振
興
財

団
と
本
協
会
と
が
共
催
し
て
い
る
半
額
観
劇
会
は
、
低
廉
な

価
格
で
質
の
高
い
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
す
る

事
業
と
し
て
、
都
民
、
府
民
、
市
民
か
ら
幅
広
く
支
持
さ
れ
、

演
劇
人
口
の
裾
野
を
広
げ
て
い
る
。

　

本
年
度
は
加
盟
十
劇
場
と
一
社
の
協
力
を
得
て
、
東
京
地

区
四
回
、
大
阪
地
区
六
回
、
名
古
屋
地
区
三
回
、
九
州
地
区

六
回
、
計
十
九
回
を
実
施
す
る
。

　

加
盟
劇
場
を
利
用
し
た
演
劇
教
室
を
実
施
し
、
若
年
層
を

中
心
に
演
劇
人
口
の
拡
大
に
努
め
る
。

　

平
成
二
十
五
年
度
よ
り
、
公
益
社
団
法
人
国
際
演
劇
協

会
日
本
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
高
校
生
劇
評
グ
ラ
ン
プ
リ
」に

協
賛
し
、
高
校
生
の
演
劇
へ
の
関
心
を
高
め
る
一
助
と
な

っ
て
い
る
。

Ⅲ
．
会
報
の
発
行

　

協
会
の
事
業
及
び
情
報
の
周
知
を
図
る
た
め
に
会
報
を
年

二
回（
七
月
・
十
二
月
）発
行
し
、
会
員
、
賛
助
会
員
、
所
轄

官
庁
、
関
係
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
に
配
布
す
る
。

Ⅳ
．
調
査
事
業

　

わ
が
国
の
演
劇
関
係
の
参
考
資
料
と
し
て
、
海
外
の
演
劇

興
行
の
実
情
を
調
査
、
研
究
し
報
告
書
を
作
成
す
る
。　

　

ぴ
あ
株
式
会
社
が
経
済
産
業
省
及
び
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
協
会
よ
り
事
業
委
託
を
受
け
て
制
作
す
る「
ラ
イ
ブ
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
市
場
調
査
報
告
書
」を
入
手
し
、
加
盟

劇
場
と
情
報
を
共
有
す
る
。
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平
成
二
十
七
年
度
　
助
成
金
受
賞
者

日
本
演
劇
興
行
協
会
　
平
成
二
十
七
年
度
助
成
金
交
付
者
　
受
賞
の
こ
と
ば

　

こ
の
度
は
、
日
本
演
劇
興
行
協
会
様
よ
り
栄
誉
あ
る
賞
を
賜
り
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

舞
台
監
督
と
い
う
職
業
は
賞
と
名
の
つ
く
も
の
に
は
縁
の
な
い
職
業
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、「
ま
さ
か
私
に
…
…
？
」と
、
本
当
に
び
っ
く
り
い
た
し
ま

し
た
。
舞
台
監
督
を
目
指
し
て
始
め
た
頃
は
何
も
解
ら
な
い
ま
ま
手
探
り
の
中
、

築
地
小
劇
場
時
代
の
舞
台
監
督
、
水
品
春
樹
氏
の「
舞
台
監
督
の
仕
事
」と
い
う

著
書
に
出
会
い
こ
れ
を
教
科
書
に
数
々
の
現
場
に
て
知
識
の
溝
を
埋
め
る
事
に

四
苦
八
苦
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
諸
先
輩
方
の
叱
咤
激
励
や
薫
陶
を
賜

り
な
が
ら
、
多
く
の
才
能
あ
る
ス
タ
ッ
フ
や
キ
ャ
ス
ト
の
方
々
と
御
一
緒
に
舞

台
を
作
り
上
げ
て
い
く
作
業
を
、
曲
が
り
な
り
に
も
こ
こ
ま
で
続
け
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
公
演
の
準
備
か
ら
稽
古
、
本
番
と
過
ご
す
日
々
が
本
当
に
楽
し
く

て
幸
せ
で
す
。

　

若
い
頃
に
は
舞
台
監
督
の
仕
事
に
つ
い
て
解
っ
て
い
る
よ
う
で
い
て
、
な
か

な
か
理
解
出
来
ず
に
い
ま
し
た
が
、
年
齢
を
重
ね
作
品
を
重
ね
て
き
て
最
近
や

っ
と
何
と
な
く
解
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
至
り
ま
せ
ん
が
、

先
輩
方
に
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
続
く
若
者
た
ち
に
も
良

い
手
本
と
な
れ
ま
す
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
励
ん
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
選
ん
で
頂
い
た
事
に
感
謝
致
し
ま
す
。
本
当
に
有
難
う

御
座
い
ま
し
た
。

廣
田
　
進

　

三
代
目
市
川
猿
之
助（
現
・
猿
翁
）さ
ん
の
お
仕
事
を
、
は
じ
め
て
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
昭
和
六
十
一
年（
一
九
八
六
）の『
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
』─

ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
の
誕
生
か
ら
今
年
は
三
十
年
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
猿
之
助
さ
ん
が
御
病
気
に
な
ら
れ
て
、
四
代
目
猿
之
助（
当
時
・
亀
治

郎
）さ
ん
か
ら「
僕
の
台
本
を
つ
く
っ
て
」と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
の
が

『
蜘
く
も
の
い
と
あ
ず
さ
の
ゆ
み
は
り

蛛
絲
梓
弦
』─
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
・
博
多
と
全
国
で
上
演
さ
れ
、
昨
年
七

月
の
歌
舞
伎
座
で
六
回
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト
は
平
成
十
八
年
正
月

の
浅
草
歌
舞
伎
で
し
た
。

　

三
代
目
と
の
三
十
年
、
四
代
目
と
の
十
年
と
い
う
節
目
の
年
だ
け
に
、
日
本

演
劇
興
行
協
会
の
皆
さ
ま
か
ら
助
成
金
交
付
者
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
が

一
層
う
れ
し
く
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

古
典
歌
舞
伎
で
あ
ろ
う
と
も
上
演
ご
と
に
台
本
・
演
出
の
検
討
が
必
要
で
あ

る
─
と
い
う
の
が
、
第
二
次
春
秋
会
か
ら
得
ら
れ
た
三
代
目
の
結
論
で
、
そ
れ

を
二
十
一
世
紀
の
テ
ー
マ
に
し
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。“
猿
之

助
四
十
八
撰
”だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
視
点
で
四
代
目
の
歌
舞
伎
を
お
手
伝

い
す
る
こ
と
が
、
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
三
代
目
へ
の
ご
恩
返
し
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

生
涯“
猿
之
助
の
座
附
作
者
”と
し
て
、
微
力
な
が
ら
つ
と
め
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
い
ろ
い
ろ
と
お
教
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

石
川
　
耕
士
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こ
の
度
は
、
日
本
演
劇
興
行
協
会
様
よ
り
、

身
に
余
る
賞
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

思
い
が
け
な
い
朗
報
に
、
嬉
し
さ
が
心
の
底

か
ら
こ
み
上
げ
て
、
大
谷
会
長
が
読
み
上
げ

る
表
彰
状
の
文
言
に
、
胸
が
ジ
ー
ン
と
き
た

と
は
、
文
芸
部
の
一
人
鍛
治
明
彦
の
言
葉
で
す

が
、
そ
の
気
持
は
、
年
長
の
私
こ
と
米
田
亘
も
、

年
少
の
木
下
三
郎
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
現

在
こ
の
三
人
が
、
松
竹
新
喜
劇
の
文
芸
部
を

担
っ
て
、
脚
本
の
補
綴
、
演
出
、
舞
台
監
督
等

の
陰
で
支
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

松
竹
新
喜
劇
が
結
成
さ
れ
た
の
が
昭
和

二
十
三
年
、
そ
の
時
の
文
芸
部
は
茂
林
寺
文

福（
曽
我
廼
家
十
吾
）、
舘
直
志（
二
代
目
渋
谷
天
外
）他
三
名
、
そ
し
て
外
部
作
家

と
し
て
長
谷
川
幸
延
が
名
を
連
ね
、
そ
の
長
谷
川
幸
延
作
、
舘
直
志
脚
色
の『
桂

春
団
治
』の
名
作
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
上
方
喜
劇
の
金
字
塔
と
な
り
、
舘

直
志
の
文
芸
路
線
に
藤
山
寛
美
の
天
才
的
な
喜
劇
役
者
の
誕
生
を
得
て
、
松
竹
新

喜
劇
の
隆
盛
を
見
ま
し
た
。
時
代
も
高
度
成
長
期
と
相
俟
っ
て
、
藤
山
を
中
心
と

し
た
新
喜
劇
黄
金
時
代
が
築
き
上
げ
ら
れ
、
連
続
無
休
、
リ
ク
エ
ス
ト
公
演
、
テ

レ
ビ
中
継
と
、
フ
ル
活
動
の
劇
団
を
支
え
る
文
芸
部
は
裏
方
の
要
と
な
っ
て
多
忙

を
き
わ
め
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
藤
山
の
急
逝
。
平
成
三
年
に
、
三
代
目
渋
谷
天

外
を
中
心
に
再
結
成
し
た
劇
団
は
、
そ
の
伝
統
あ
る
上
方
喜
劇
を
受
け
継
ぎ
、
新

し
い
喜
劇
を
と
の
思
い
で
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
劇
団
と
し
て
、
こ
の
後
も

課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
受
賞
を
励
ま
し
の
言
葉
と
し
て
、
良
き
お

芝
居
で
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
で
き
う
る
限
り
頑
張
っ
て
劇

団
を
支
え
て
い
き
た
い
、
そ
れ
が
我
々
文
芸
部
三
人
の
願
い
で
す
。

　

改
め
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
責　

米
田

松
竹
新
喜
劇
文
芸
部

　

こ
の
度
は
、
思
い
が
け
な
く
こ
の
よ
う
な
栄
誉
あ
る
賞
を
賜
り
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
訳
詞
で
評
価
を
頂
い
た
こ
と
は
何
よ
り

の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
訳
詞
は
日
本
語
の
特
性
上
、
い
ろ
い
ろ
と
制
約
が
多

く
難
し
い
作
業
で
す
が
、
訳
詞
家
の
さ
じ
加
減
一
つ
で
、
観
客
に
届
く
想
い
や

情
報
の
量
が
格
段
の
違
い
を
見
せ
る
の
で
、
と
て
も
や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
で

も
あ
り
ま
す
。
原
詩
が
語
る
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
想
い
を
、
少
し
で
も
多
く
日
本

の
お
客
様
に
届
け
た
い
と
の
一
心
で
、
日
々
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ナ
ン
バ
ー
と
格

闘
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
魅
せ
ら
れ
た
の
は
学
生
時
代
で
す
。
映
画
館
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
す
る
つ
も
り
が
劇
場
に
配
属
さ
れ
、
場
内
案
内
係
と
し
て
毎
日
舞
台

を
観
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
、
初
め
て
生
で
観
た
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
で
し
た
。
そ
の
公
演
が
千
秋
楽
を
迎
え
る
頃
に
は
す
っ
か
り
魅
せ

ら
れ
、
あ
の
世
界
の
一
部
を
つ
く
る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
が
原
点
。
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
の
音
楽
が
持
つ
ド
ラ
マ
性
に
強
く
胸
を
打
た
れ
た
の
で
す
。
も
と

も
と
日
本
文
学
が
大
好
き
で
、
日
本
語
の
美
し
さ
に
酔
い
し
れ
、
い
つ
ま
で
も

同
じ
文
章
を
見
つ
め
て
い
る
よ
う
な
少
女
だ
っ
た
の
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
日

本
語
が
合
わ
さ
っ
た「
訳
詞
」と
い
う
仕
事
に
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
た
こ
と

は
、
と
て
も
幸
運
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
れ
を
我
が
道
と

信
じ
、
１
曲
で
も
多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ナ
ン
バ
ー
を
最
良
の
日
本
語
で
届
け

ら
れ
る
よ
う
心
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
は
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
橋
　
亜
子

米田　亘木下　三郎 鍛治　明彦
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平
成
二
十
七
年
度
　
助
成
金
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

猿
之
助
一
座
の
座
付
き
作
家
・
演
出
家
と
し
て
、
数
多
く
の
作
品
を
手
掛
け
て
き
た
石
川
耕
士

さ
ん
。
三
代
目
市
川
猿
之
助（
現
二
代
目
猿
翁
）丈
と
仕
事
を
始
め
て
三
十
年
、
四
代
目
市
川
猿

之
助
丈
と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
十
年
目
と
な
る
二
〇
一
六
年
、
節
目
と
な
る
年
の
助
成
金
受
章
は

大
変
嬉
し
い
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
歌
舞
伎
そ
し
て
三
代
目
と
の
出
逢
い
か
ら
今
に
至

る
ま
で
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

石
川
耕
士
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

脚
本
家
・
演
出
家

─
演
劇
や
歌
舞
伎
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
？

　

子
供
の
時
か
ら
時
代
劇
が
好
き
で
、
よ
く
親
に
映
画

館
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
自
分
の
住
ん
で

い
る
環
境
と
ま
っ
た
く
違
う
時
代
劇
の
世
界
が
楽
し
か

っ
た
ん
で
す
。
中
学
の
頃
か
ら
は
、
市
民
劇
場
の
招
聘

で
地
元
の
香
川
県
に
く
る
芝
居
を
観
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
な
か
で
も
杉
村
春
子
さ
ん
主
演
の
文
学
座『
女

の
一
生
』に
感
動
し
て
、
日
記
に「
自
分
も
こ
う
い
う
も

の
を
作
る
世
界
に
入
り
た
い
」と
書
い
て
い
る
ん
で
す
。

　

神
社
や
お
寺
な
ど
も
好
き
で「
月
刊
文
化
財
」と
い
う

雑
誌
を
購
読
し
て
い
て
、
そ
の
中
に
開
場
し
た
ば
か
り

の
国
立
劇
場
の
今
月
上
演
さ
れ
る
歌
舞
伎
の
解
説
が
掲

載
さ
れ
る
ペ
ー
ジ
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
見
て
、

大
好
き
な
時
代
劇
と
芝
居
の
世
界
が
あ
わ
さ
り
、
歌
舞

伎
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
香
川
県
で
は
新

劇
は
観
ら
れ
て
も
歌
舞
伎
の
公
演
は
来
な
い
し
、
テ
レ

ビ
の
劇
場
中
継
で
歌
舞
伎
を
観
て
も
い
ま
ひ
と
つ
面
白

さ
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
興
味
だ
け
は
ず
っ
と

持
ち
続
け
て
い
て
、
大
学
に
入
っ
て
東
京
に
出
て
く
る

と
す
ぐ
に
歌
舞
伎
を
観
に
行
き
ま
し
た
。

　

最
初
は
な
る
べ
く
前
の
ほ
う
の
好
い
席
で
、
た
く

さ
ん
観
な
い
と
好
き
に
な
れ
な
い
だ
ろ
う
と
、
毎
月

と
に
か
く
観
続
け
た
。
や
が
て
、
観
れ
ば
観
る
ほ
ど

奥
の
深
い
こ
の
歌
舞
伎
を
自
分
の
人
生
の
テ
ー
マ
に

し
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
早
稲
田
で
は
歌
舞
伎
研

究
家
の
郡
司
正
勝
先
生
の
元
で
学
び
、
大
学
院
の
マ

ス
タ
ー
ク
ラ
ス
で
も
研
究
を
続
け
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

大
学
の
勉
強
は
学
術
的
す
ぎ
る
と
感
じ
始
め
て
、
自

分
は
学
者
に
は
向
い
て
い
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
ん
で
す
。

　

学
者
で
な
け
れ
ば
演
劇
評
論
家
に
な
り
た
い
と
、
今

度
は
歌
舞
伎
以
外
に
も
商
業
演
劇
か
ら
新
劇
、
テ
ン
ト

芝
居
ま
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
芝
居
を
観
続
け
ま
し
た
。

観
た
あ
げ
く
わ
か
っ
た
の
は
、
自
分
は
観
て
い
る
だ
け

で
は
満
足
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。
評
論
家
の
視
線
で

は
な
く
、
自
分
だ
っ
た
ら
こ
う
す
る
の
に
…
と
い
う
作

る
側
の
目
線
で
舞
台
を
観
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
ん

で
す
。
よ
う
や
く
自
分
に
向
い
て
い
る
の
は
作
る
側
だ
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と
わ
か
っ
た
と
は
い
え
、
外
部
の
人
間
が
歌
舞
伎
の
世

界
に
入
る
の
は
無
理
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
ず

っ
と
好
き
だ
っ
た
文
学
座
を
受
験
し
て
演
出
部
に
入
っ

た
ん
で
す
。
二
十
七
歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

三
代
目
猿
之
助
と
の
出
逢
い

─
文
学
座
に
入
座
さ
れ
舞
台
を
作
る
側
に
な
っ
た
わ
け

で
す
が
、
三
代
目
と
は
ど
の
よ
う
に
出
逢
わ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

新
劇
の
世
界
に
入
っ
て
も
歌
舞
伎
は
好
き
で
す
か
ら
、

近
松
門
左
衛
門
の
作
品
を
現
代
的
に
上
演
す
る
グ
ル
ー

プ
で
自
主
公
演
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

折
、
知
り
合
い
の
舞
台
監
督
の
方
が
、「
今
度
、
三
代
目

が
新
し
く
立
ち
上
げ
る
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
の
第
一
作

『
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
』（
一
九
八
六
年
初
演
）の
舞
台
監
督
を

や
る
の
だ
け
ど
、
自
分
は
歌
舞
伎
の
こ
と
が
ま
っ
た
く

わ
か
ら
な
い
か
ら
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
か
」と
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ
で『
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
』、
二
作

目『
リ
ュ
ウ
オ
ー
』（
八
九
年
）に
演
出
部
と
し
て
参
加
し

た
ん
で
す
。

─
そ
の
後
、
猿
之
助
一
座
の
脚
本
・
補
綴
そ
し
て
演
出

を
手
が
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
ね
。

　
『
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
』で
は
、
三
代
目
自
身
で
台
本
を
上

演
時
間
用
に
縮
め
る
作
業
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
け
れ

ど
、
三
作
目『
オ
グ
リ
』（
九
一
年
）の
頃
に
は
忙
し
く
て

ご
自
身
で
や
る
の
が
難
し
く
な
り
、
そ
う
い
っ
た
台
本

の
補
綴
、
演
出
家
の
三
代
目
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
演
出
助

手
を
置
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
に
美
術

の
朝
倉
摂
先
生
が
、「
石
川
さ
ん
が
い
い
と
思
う
」と
推

薦
し
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
な
ん
で
す
。
後
に
三
代
目
か

ら「
石
川
さ
ん
は
朝
倉
先
生
に
足
を
向
け
て
眠
れ
な
い

よ
」と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

以
降
、
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
を
お
手
伝
い
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
が
、
も
と
も
と
古
典
歌
舞
伎
が
好
き
な
の
で
、

贅
沢
だ
け
れ
ど
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
だ
け
で
は
物
足
り
な

く
な
っ
て
き
た
。
三
代
目
に「
古
典
も
手
伝
い
た
い
」と

言
っ
た
ら
、
あ
れ
ほ
ど
進
取
の
気
性
に
と
ん
だ
方
で
も

「
古
典
に
外
部
の
あ
な
た
を
入
れ
る
の
は
非
常
に
難
し

い
こ
と
な
ん
だ
よ
」と
。
そ
う
言
わ
れ
て
も
諦
め
き
れ

ず
に「
ぜ
ひ
古
典
も
」と
言
い
続
け
て
い
た
ん
で
す
。

─
復
活
狂
言
や
古
典
歌
舞
伎
の
脚
本
・
補
綴
も
手
掛
け

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
で
す
か
。

　

三
代
目
の
復
活
狂
言
の
ひ
と
つ『
御ご

ひ
い
き
つ
な
ぎ
う
ま

贔
屓
繋
馬
』を
、

九
三
年
一
〇
月
に
歌
舞
伎
座
で
上
演
す
る
際
、「
原
作
か

ら
新
た
に
一
場
面
だ
け
復
活
し
た
い
か
ら
台
本
を
作
っ

て
く
れ
」と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
十
五
分
程
の
一
場
な

の
で
す
が
、
そ
の
台
本
に
Ｏ
Ｋ
を
出
し
て
い
た
だ
け
た
。

僕
は
こ
れ
を
採
用
試
験
と
呼
ん
で
い
る
ん
で
す
が（
笑
）、

こ
れ
よ
り
後
、
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
も
古
典
も
、
ど
ん
な

作
品
に
も
猿
之
助
一
座
の
演
出
助
手（
の
ち
に
演
出
補
）

と
し
て
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

　

翌
年
七
月『
雙ふ

た
ご
す
み
だ
が
わ

生
隅
田
川
』で
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ

の
題
名
の
右
肩
に「
近
松
門
左
衛
門
作
、
市
川
猿
之
助

演
出
」と
並
べ
て
、「
石
川
耕
士
補
綴
」を
入
れ
て
く
だ
さ

る
よ
う
に
な
っ
た
。「
右
肩
に
入
る
と
歌
舞
伎
の
世
界
で

は
先
生
だ
か
ら
ね
」と
、
そ
れ
は
僕
の
仕
事
が
や
り
や

す
い
よ
う
に
と
い
う
三
代
目
の
配
慮
で
し
た
。
外
部
か

ら
や
っ
て
来
た
若
造
に
、
昔
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
現
場

の
方
の
中
に
は
辛
い
あ
た
り
を
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

っ
た
も
の
で
す
か
ら
。
と
は
い
え
最
終
的
に
は
ス
タ
ッ

フ
さ
ん
方
と
は
も
の
す
ご
く
仲
良
く
な
り
ま
し
た
け
れ

ど
ね
。

猿
之
助
一
座
な
ら
で
は
の
オ
ー
プ
ン
さ

─
石
川
さ
ん
の
台
本
に
は
、
舞
台
美
術
や
音
楽
的
な
要

素
に
つ
い
て
も
ト
書
き
に
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ

が
二
〇
〇
四
年
に
芸
術
選
奨
新
人
賞
を
受
賞
さ
れ
た
時

の
受
賞
理
由
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

元
々
は
三
代
目
が
、「
あ
な
た
が
書
く
台
本
な
ん
だ
か

ら
、
美
術
や
音
楽
も
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
こ
と
を
書
き

な
さ
い
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
か
ら
な
ん
で
す
。
本
来
な

ら
美
術
は
大
道
具
、
音
楽
の
選
曲
は
附
師
の
領
分
で
、

スーパー歌舞伎『ヤマトタケル』初演
（1986年2・3月　新橋演舞場）

三代目市川猿之助（現二代目猿翁）の宙乗り
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平
成
二
十
七
年
度
　
助
成
金
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
域
を
侵
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
け
れ
ど
、
金
井
大
道
具
先
代
の
故
・
金
井
俊
一
郎

さ
ん
は
下
手
な
僕
の
絵
を
笑
い
な
が
ら
受
け
止
め
て
く

だ
さ
っ
た
り
、
附
師
の
故
・
二
代
目
杵
屋
栄
一
郎
さ
ん

も「
こ
の
息
な
ら
こ
の
唄
の
ほ
う
が
い
い
の
で
は
？
」と

フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
。
そ
う
い
っ
た
垣
根
を

越
え
た
オ
ー
プ
ン
さ
は
猿
之
助
一
座
な
ら
で
は
で
、
皆

で
鍛
え
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
。

─
印
象
深
い
作
品
は
。

　

国
立
劇
場
三
十
周
年
記
念
公
演『
四し

て
ん
の
う
も
み
じ
の
え
ど
ぐ
ま

天
王
楓
江
戸
粧
』

（
九
六
年
一
〇
月
）は
、
江
戸
歌
舞
伎
の
古
式
顔
見
世
狂

言
の
復
活
を
掲
げ
、
昼
夜
通
し
て
一
日
が
か
り
で
原
作

通
り
に
上
演
す
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
補
綴
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
評
論
家
な
ど
い
わ
ゆ
る
玄
人
の

方
々
か
ら「
鶴
屋
南
北
の
原
作
に
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
、

分
か
り
難
い
と
こ
ろ
を
整
理
し
台
本
と
し
て
高
い
完
成

度
だ
」と
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
大
変
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
四
代
目
が
一
四
年
十
一
月
に

明
治
座
で
上
演
す
る
際
に
、
夜
の
部
だ
け
で
上
演
で
き

る
よ
う
補
綴
す
る
こ
と
に
な
っ
て
当
時
の
ビ
デ
オ
を
見

直
し
て
み
た
ら
、
な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
、
と（
笑
）。
国
立

劇
場
の
公
演
か
ら
約
二
十
年
の
間
に
自
分
な
り
に
経
験

を
積
ん
で
、
悪
い
と
こ
ろ
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
な
と
思
い
ま
し
た
。
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
は
全
て
直

せ
た
の
で
、
リ
ベ
ン
ジ
の
機
会
を
い
た
だ
け
て
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
ね
。

　

三
代
目
が
一
番
褒
め
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、

『
楼さ

ん
も
ん
ご
さ
ん
の
き
り

門
五
三
桐
』（
〇
一
年
七
月
歌
舞
伎
座
）で
す
。『
楼

門
五
三
桐
』は
三
代
目
の
復
活
狂
言
路
線
の
始
ま
り
と

も
な
っ
た
作
品
で
、
こ
の
時
、
改
め
て
僕
が
補
綴
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
三
代
目
は
普
段
褒
め
な
い
方
で
、

悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
う
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、

お
滝
と
い
う
役
を
非
常
に
気
に
入
っ
て
く
だ
さ
っ
て
。

「
あ
ん
た
立
派
な
狂
言
作
者
に
な
っ
た
ね
」と
、
過
大

な
褒
め
言
葉
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で

す
ね
。

職
人
と
し
て〝
擬
古
典
〟を
作
り
上
げ
る

─
三
代
目
は
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
や
復
活
狂
言
で
語
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
古
典
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
想
い
で
い
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

『楼門五三桐』（2001年7月　歌舞伎座）
三代目市川猿之助（お滝）

『四天王楓江戸粧』（2014年11月　明治座）
四代目市川猿之助（辰夜叉御前）
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■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

い
し
か
わ
・
こ
う
じ

香
川
県
出
身
。
一
九
七
五
年
、
早
稲
田
大
学
第
一

文
学
部
演
劇
専
攻
卒
業
。
八
四
年
、
劇
団
文
学
座

正
座
員
へ
昇
格（
九
七
年
退
座
）。
八
六
年
、
ス
ー

パ
ー
歌
舞
伎
第
一
作『
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
』よ
り
演

出
部
と
し
て
参
加
。
九
一
年
第
三
作『
オ
グ
リ
』、

九
三
年『
御
贔
屓
繋
馬
』以
降
、
三
代
目
市
川
猿

之
助
の
演
出
助
手
を
務
め
、
九
五
年『
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
』再
演
よ
り
演
出
補
と
な
る
。
復
活
通
し
狂

言
も
含
め
数
多
く
の
猿
之
助
歌
舞
伎
の
脚
本
・
補

綴
と
演
出
を
勤
め
る
。
現
在
も
繰
り
返
し
上
演
さ

れ
る『
獨
道
中
五
十
三
驛
』『
加
賀
見
山
再
岩
藤
』

『
慙
紅
葉
汗
顔
見
勢
』『
當
世
流
小
栗
判
官
』を
手
掛

け
、「
猿
之
助
四
十
八
撰
」の
制
定
に
大
き
く
寄
与

す
る
。
近
年
は
、
四
代
目
市
川
猿
之
助
と
も
組
み
、

『
蜘
蛛
絲
梓
弦
』『
金
幣
猿
島
郡
』『
上
州
土
産
百
両

首
』『
四
天
王
楓
江
戸
粧
』な
ど
を
上
演
し
、
三
代

目
と
共
に
創
り
上
げ
た
歌
舞
伎
作
品
を
古
典
と
し

て
次
世
代
へ
継
承
す
る
こ
と
に
尽
力
し
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年
松
尾
芸
能
賞
優
秀
賞
、
〇
四
年
芸
術

選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
。

稽古場で三代目と共に

　
「
古
典
こ
そ
本
当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
毎
回
検
証
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」と
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。「
め
ぼ
し
い
狂
言
は
復
活
し
尽
く
し
た
か
ら
、
二
一

世
紀
の
テ
ー
マ
は
古
典
の
洗
い
直
し
だ
」と
も
。
け
れ

ど
、
体
調
を
崩
さ
れ
そ
れ
が
叶
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
は
残
念
で
し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
そ

の
想
い
は
四
代
目
が
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

四
代
目
と
は
、『
蜘

く
も
の
い
と
あ
ず
さ
の
ゆ
み
は
り

蛛
絲
梓
弦
』（
〇
六
年
一
月
浅
草

公
会
堂
）で
初
め
て
コ
ン
ビ
を
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
三
代
目
が
以
前『
蜘く

も蛛
の
糸い
と

宿お
よ
ず
め
ば
な
し

直
噺
』の

題
名
で
上
演
し
て
い
た
舞
踊
劇
で
、
四
代
目
は
も
う
一

度
古
典
か
ら
見
直
し
て
上
演
し
た
い
と
。
最
初
に
話
し

て
く
だ
さ
っ
た
大
筋
が
、
偶
然
に
も
三
代
目
が
初
期
に

や
っ
て
い
た
パ
タ
ー
ン
と
同
じ
で
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、

四
代
目
は
猿
之
助
襲
名
以
来
何
度
も〈
四
の
切
〉（『
義
経

千
本
桜
・
川
連
法
眼
館
』）を
上
演
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
六
月
に
歌
舞
伎
座
で
上
演
す
る
際
に
も
、「
こ
こ
を
こ

う
し
て
み
よ
う
か
？
」と
毎
回
ど
こ
か
変
え
る
ん
で
す
。

〈
四
の
切
〉で
さ
え
未
だ
進
化
中
な
ん
で
す
よ
。

─
石
川
さ
ん
が
台
本
を
書
く
上
で
目
指
し
て
い
る
こ
と

と
は
。

　

明
治
以
降
の
新
歌
舞
伎
と
言
わ
れ
る
作
品
は
文
学

と
し
て
も
独
立
し
て
い
ま
す
が
、
僕
が
や
り
た
い
の

は
文
学
作
品
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
江
戸
時
代
と

同
じ
よ
う
な
も
の
、
つ
ま
り“
擬
古
典
”を
目
指
し
て

い
る
ん
で
す
。
お
客
様
が
江
戸
時
代
か
ら
あ
っ
た
作

品
だ
と
疑
い
も
せ
ず
に
観
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
、
一

番
の
快
感
な
ん
で
す
よ（
笑
）。

　

あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
四
代
目
が
僕
の
台
本
を“
職

人
芸
”と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、
四
代
目
自
身
が「
歌
舞
伎
役
者
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

で
は
な
く
職
人
だ
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
は
、
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
自
負
と
し
て
流
石
だ
と
思
い

ま
す
。
け
れ
ど
職
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
自
分
は
歌

舞
伎
に
詳
し
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
胡
座
を
か
い
て

は
い
け
な
い
。「
歌
舞
伎
を
知
ら
な
い
ビ
ギ
ナ
ー
の
目

で
作
る
こ
と
が
大
事
だ
」と
三
代
目
も
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
正
反
対
の
よ
う
で
す
が
、

今
の
お
客
様
に
迎
合
し
て
面
白
け
れ
ば
い
い
や
で
作

っ
て
も
い
け
な
い
。
歌
舞
伎
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
非
常
に
難
し
い
の
で
す

が
、
だ
か
ら
こ
そ
歌
舞
伎
は
奥
が
深
く
て
面
白
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。

取
材
・
文
／
高
橋
涼
子

写
真
協
力
／
松
竹
株
式
会
社
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―
演
劇
と
の
出
逢
い
か
ら
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

　

僕
は
大
阪
出
身
な
の
で
す
が
、
中
学
生
の
頃
、
親
に

内
緒
で
子
役
の
養
成
所
に
応
募
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
ね
…
…
？	

漠
然
と
芝
居
が
し
た

い
な
あ
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
う
し
た
ら
受
か
っ
ち

ゃ
い
ま
し
て
、
何
度
か
練
習
し
て
発
表
会
に
出
る
こ
と

に
な
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
中
学
の
部
活
で
ラ
グ

ビ
ー
部
に
入
っ
て
い
て
、
練
習
中
に
喉
を
壊
し
て
セ
リ

フ
の
稽
古
で
声
が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

養
成
所
の
先
生
か
ら
は
辞
め
た
方
が
い
い
と
言
わ
れ
、

自
分
に
は
芝
居
は
む
い
て
な
い
の
か
な
ァ
と
、
そ
の
後

は
芝
居
に
関
わ
る
こ
と
な
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

芝
居
に
未
練
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
後
友
人
を
介
し

て
京
都
で
映
画
制
作
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
ま
し
た
。

演
じ
る
こ
と
も
好
き
で
し
た
が
ど
ん
ど
ん
裏
方
の
仕
事

が
面
白
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
京
都
の
暮
ら
し
は
友

達
も
い
る
し
と
て
も
居
心
地
が
良
か
っ
た
の
で
す
が
そ

こ
か
ら
も
う
一
歩
を
踏
み
出
し
た
く
て
、
二
十
歳
の
時

に
思
い
切
っ
て
東
京
に
出
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
そ

の
頃
仲
が
良
い
友
達
に
藤
沢
市
民
オ
ペ
ラ
の
指
揮
者
・

福
永
陽
一
郎
さ
ん
の
娘
さ
ん
が
い
て
そ
の
つ
て
で
、
手

持
ち
の
お
金
五
、六
万
円
、
泊
ま
る
と
こ
ろ
も
な
い
身

一
つ
の
状
態
で
、
福
永
先
生
を
頼
っ
て
上
京
し
ま
し
た
。

　

福
永
先
生
は
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
僕
を
、「
娘

の
友
達
だ
か
ら
ち
ょ
っ
と
預
か
っ
て
く
れ
」と
言
っ
て
、

先
生
の
教
え
子
が
い
る
小
澤
音
楽
事
務
所
を
紹
介
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
当
時
所
属
さ
れ
て
い
た
菅
原

洋
一
さ
ん
の
運
転
手（
櫻
井
君
）が
一
軒
家
を
借
り
て
友

達
と
住
ん
で
い
る
か
ら
泊
ま
ら
せ
て
も
ら
え
、
と
。
東

京
で
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
最
初
の
足
が
か
り
を
全

て
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
か

っ
た
で
す
ね
。
自
分
は
何
が
や
り
た
い
の
か
漠
然
と
し

た
ま
ま
で
し
た
が
、
そ
ん
な
環
境
の
中
で
ど
ん
な
仕
事

で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
だ
け
の
会
社
を

作
る
こ
と
に
な
り
。
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
部
門
が
二
人
、
照

明
と
舞
台
監
督
が
僕
を
入
い
れ
て
三
人
、
音
響
一
人
と

い
う
構
成
で
し
た
が
、
舞
台
監
督
っ
て
何
な
の
か
ま
だ

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
折
、
先
輩
の
舞

平
成
二
十
七
年
度
　
助
成
金
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
す
る
演
劇
に
お
い
て
、
そ
の
ハ
ブ
的
な
役
割
を
こ
な
し
、
ス
ム
ー
ズ

な
舞
台
進
行
を
担
う
の
が
舞
台
監
督
の
仕
事
で
す
。
舞
台
監
督
と
し
て
四
十
年
以
上
に
わ
た
り

多
様
な
舞
台
を
支
え
続
け
て
き
た
廣
田
進
さ
ん
。
無
謀
な（
？
）上
京
物
語
の
お
話
か
ら
、
数
多

く
の
魅
力
的
な
先
輩
や
仲
間
そ
し
て
役
者
た
ち
と
の
出
逢
い
、
仕
事
に
対
す
る
深
い
想
い
ま
で

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

廣
田
　
進
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

舞
台
監
督
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本「
舞
台
監
督
の
仕
事
」（
五
三
年
刊
）で
し
た
。
最
終
的
に

は
舞
台
監
督
の
ジ
レ
ン
マ
で
話
が
終
わ
っ
て
い
る
感
じ
で

す
が
…
…（
笑
）舞
台
監
督
と
は
こ
う
い
う
職
業
な
ん
だ
と

解
説
さ
れ
て
い
て
と
て
も
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

必
死
で
和
物
の
知
識
を
詰
め
込
ん
だ
日
々

―
そ
の
後
、転
機
と
な
る
よ
う
な
出
逢
い
は
あ
り
ま
す
か
。

　

芝
居
だ
け
の
舞
台
監
督
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
最
初
の

き
っ
か
け
は
小
林
旭
さ
ん
の
公
演
後
で
す
。
小
林
旭
さ
ん

の
仕
事
は
友
人
が
小
林
さ
ん
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
て

い
て
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。
歌
謡
シ
ョ
ー
と
芝
居
が

一
緒
に
な
っ
た
公
演
を
さ
れ
て
い
て
、
二
年
間
の
約
束
で

小
林
さ
ん
公
演
の
舞
台
監
督
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
飲
み
屋
で
小
林
さ
ん
と
大
喧
嘩
し
て
…
…（
笑
）、

一
年
半
で
首
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
石
井
ふ
く
子
さ
ん
に
出
会
い
、
先
生
演

出
の
舞
台
の
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
東
京

で
開
け
た
公
演
を
、
そ
の
後
大
阪
の
新
歌
舞
伎
座
へ
持

っ
て
い
く
際
に
舞
台
監
督
を
し
て
く
れ
な
い
か
？
と
い

う
も
の
で
し
た
。
小
林
旭
さ
ん
の
公
演
で
新
歌
舞
伎
座

に
も
行
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
時
に
ち
ょ
う
ど
い
い

奴
が
い
る
と
劇
場
の
方
が
思
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
京
マ
チ
子
さ
ん
主
演
の『
花
の
巴
里
の
橘
や
』（
帝

劇
、
七
八
年
）と
い
う
作
品
で
、
と
て
も
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
東
宝
で
の
仕
事
を
す
る
き
っ
か
け

に
も
な
り
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
会
社
を
辞
め
て
フ
リ
ー
に
な
っ

て
、
以
降
、
芸
術
座
の『
夫
婦
』（
七
九
年
）、『
喜
劇　

離

婚
』（
八
〇
年
）、『
異
母
兄
弟
』（
八
一
年
）、『
結
婚
』（
八
二

年
）、
明
治
座
の『
お
し
ん
』（
八
四
年
）と
、
石
井
先
生

の
公
演
に
立
て
続
け
に
呼
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
石
井
さ
ん
か
ら
は
ど
ん
な
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
か
。

　

一
番
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
邦
楽
や
着
物
と
髷

な
ど
和
物
的
な
要
素
に
つ
い
て
で
す
。
本
当
に
何
も
知

ら
な
く
て
、
知
た
り
顔
で
先
輩
ス
タ
ッ
フ
と
話
を
し
な

が
ら
、
裏
で
は
そ
れ
を
埋
め
て
い
く
の
が
大
変
で
し
た
。

当
時
の
床
山
さ
ん
や
衣
裳
部
さ
ん
は
き
っ
と
う
る
さ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
よ
、「
こ
れ
は
何
？
」「
何
で
こ
う
な
る

の
？
」と
何
度
も
聞
き
に
行
き
ま
し
た
か
ら
。
歌
舞
伎

を
観
に
行
っ
て
音
の
き
っ
か
け
を
必
死
で
覚
え
た
り
も

し
ま
し
た
。『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』の〈
大
序
〉の
笛
や
太

鼓
の
音
を
、「
ひ
ー
、
て
ん
、
て
ん
、
ヒ
ー
タ
ウ
ラ
…
」

っ
て
全
部
松
竹
の
方
に
頼
ん
で
紙
に
書
い
て
も
ら
っ
て
、

ど
こ
で
柝
が
入
る
の
か
覚
え
た
り
。
と
に
か
く
勉
強
し

て
、
一
生
懸
命
知
識
を
詰
め
込
み
ま
し
た
。

客
席
か
ら
は
見
え
な
い
役
者
の
表
情

―
八
九
年
の『
エ
ニ
シ
ン
グ
・
ゴ
ー
ズ
』で
初
め
て
本
格

的
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
参
加
さ
れ
ま
す
ね
。

　

宮
本
亜
門
さ
ん
演
出
の
日
生
劇
場
で
の
公
演
で
す
ね
、

こ
れ
も
す
ご
く
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。
大
地
真
央
さ

ん
が
初
め
て
三
枚
目
に
挑
戦
し
た
作
品
だ
と
思
い
ま
す

が
、
出
演
さ
れ
て
い
た
植
木
等
さ
ん
が
印
象
深
い
で
す

ね
。
け
れ
ど
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
音
楽
、
音
楽
＝
譜
面
、

譜
面
に
物
凄
く
恐
怖
感
を
持
っ
て
い
た
ん
で
す
。
以
前
、

福
永
先
生
に「
ス
コ
ア
な
ん
て
読
め
ま
せ
ん
」と
言
っ
た

と
こ
ろ
、「
見
て
り
ゃ
わ
か
る
よ
」と
。
そ
う
言
わ
れ
て

『喜劇　離婚』（1980年5・6月　芸術座）
左より、赤木春恵、京マチ子

台
監
督
・
高
浜
猛
さ
ん
か
ら
、「
福
田
陽
一
郎
さ
ん
が
西

武
劇
場（
現
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
劇
場
、
渋
谷
パ
ル
コ
建
て
替

え
に
伴
い
、
本
年
八
月
七
日
を
以
て
一
時
休
館
）で
構

成
・
演
出
を
す
る
舞
台
が
あ
る
か
ら
お
前
も
こ
い
」と
誘

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
木
の
実
ナ
ナ
さ
ん
・
細
川
俊
之
さ
ん
主
演
の

『
シ
ョ
ー
ガ
ー
ル
』（
一
九
七
四
年
）で
し
た
。
そ
こ
に
舞

台
監
督
助
手
と
し
て
参
加
す
る
う
ち
に
、
舞
台
監
督
と

い
う
仕
事
の
輪
郭
が
ぼ
ん
や
り
と
見
え
て
き
て
、
こ
う

い
う
仕
事
が
あ
る
ん
だ
な
あ
、
と
。
何
か
テ
キ
ス
ト
は

な
い
か
と
探
し
て
行
き
当
た
っ
た
の
が
、
築
地
小
劇
場
で

小
山
内
薫
さ
ん
の
演
出
助
手
を
務
め
た
水
品
春
樹
さ
ん
の
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も
譜
面
を
見
て
小
節
を
数
え
て
い
た
ら
ま
っ
た
く
解
ら

な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
亜
門
さ
ん
演
出
の

『
香
港
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
』（
九
三
年
）で
も
ま
だ
、
嫌
だ
な

あ
と
思
い
な
が
ら
譜
面
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
い
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
四
半
世
紀
が
経
ち
、
ど
う
に
か
譜
面
の
恐
怖

心
も
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
な
っ
て
か
ら
は
す

ご
く
楽
に
な
り
ま
し
た
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
面
白
さ

も
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き
た
か
な
、
と
思
い
ま
す
。

―
舞
台
監
督
な
ら
で
は
の
楽
し
み
は
あ
り
ま
す
か
。

　

榎
本
滋
民
さ
ん
演
出
の『
花
の
吉
原
百
人
斬
り
』

（
新
歌
舞
伎
座
、
七
九
年
）と
い
う
、
歌
舞
伎
の

『
籠か

ご
つ
る
べ
さ
と
の
え
い
ざ
め

釣
瓶
花
街
酔
醒
』を
題
材
に
し
た
舞
台
で
、
最
後
、

愛
想
尽
か
し
さ
れ
て
京
マ
チ
子
さ
ん
演
じ
る
お
つ
る
を

殺
し
た
次
郎
左
衛
門
役
の
中
村
吉
右
衛
門
さ
ん
が
、
刀

を
も
っ
た
ま
ま
花
道
を
引
っ
込
ん
で
い
く
。
本
舞
台
か

ら
花
道
七
三
に
向
か
う
時
の
吉
右
衛
門
さ
ん
の
表
情
が

も
の
す
ご
く
良
く
て
、
袖
に
い
て
身
震
い
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
舞
台
の
袖
か
ら
客
席
か
ら
は
見
え
な
い
役

者
の
顔
を
見
る
こ
と
が
す
ご
く
好
き
に
な
っ
た
ん
で
す
。

　

東
宝
歌
舞
伎『
お
は
ん
長
右
衛
門
』（
東
京
宝
塚
劇
場
、

七
九
年
）も
思
い
出
深
い
で
す
。
長
谷
川
一
夫
先
生
の
相

手
役
で
初
舞
台
の
桜
田
淳
子
さ
ん
が
出
演
し
て
い
た
の

で
す
が
、
上
手
の
袖
か
ら
見
て
い
て
、
彼
女
の
感
情
表

現
の
豊
か
さ
に
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
ま
り
人

を
褒
め
な
い
？
長
谷
川
先
生
ま
で
も
が「
あ
の
こ
、
え

え
や
ろ
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
も
印
象
的
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
本
番
中
は
た
だ
役
者
の
顔
を
見
て
る
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん（
笑
）。
舞
台
監
督
も
役
者
と
同
じ
テ

ン
シ
ョ
ン
で
、
一
緒
に
舞
台
を
生
き
て
い
る
感
覚
な
ん

で
す
。
こ
の
シ
ー
ン
で
こ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
ら

自
分
は
ど
う
い
う
判
断
を
す
る
の
か
、
も
し
も
装
置
が

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
時
の
手
だ
て
は
…
…
と
、
常
に
何

か
あ
っ
た
時
の
こ
と
を
想
定
し
な
が
ら
、
舞
台
を
円
滑

に
進
行
し
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
ね
。
終
演
後
も
す
ぐ

に
は
熱
が
冷
め
な
く
て
、
帰
り
の
電
車
に
乗
っ
て
も
汗

が
ひ
か
な
い
く
ら
い
な
ん
で
す
よ
。

〝
演
劇
は
楽
し
い
〟と
い
う
こ
と

―
現
場
で
は
後
進
の
指
導
に
も
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
演

出
部
に
入
っ
て
き
た
新
人
に
は
ど
ん
な
話
を
さ
れ
ま
す
か
。

　

そ
の
子
た
ち
が
ま
ず
何
を
し
た
い
の
か
が
わ
か
ら
な

い
の
で
具
体
的
な
話
は
し
ま
せ
ん
。
稽
古
場
や
劇
場
に

い
る
時
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
現
場
と
は
こ
う
い
う
も
の

だ
と
い
う
こ
と
を
、
自
分
を
通
し
て
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
順
序
で
仕
事
を
ま
わ
し
て
い
く
と
か
、
こ
う
い

う
時
は
ど
う
対
処
す
る
の
か
と
か
。
い
ざ
そ
の
子
が
何

か
判
断
す
る
時
が
き
て
も
、
ア
ド
バ
イ
ス
は
し
て
も
こ

う
し
な
さ
い
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
自
分
で
考
え
な

い
こ
と
に
は
何
も
覚
え
な
い
し
、
教
え
ら
え
る
ば
か
り

だ
と
そ
の
教
え
ら
れ
た
一
つ
の
方
法
で
し
か
物
事
を
判

断
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
い
ろ
い
ろ
な
セ
ク
シ
ョ
ン

平
成
二
十
七
年
度
　
助
成
金
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー『ルドルフ　ザ・ラスト・キス』（2012年7月　帝国劇場）

左より、一路真輝、井上芳雄、和音美桜

『エニシング・ゴーズ』（2013年11月　帝国劇場）
左より、瀬奈じゅん、保坂知寿、大澄賢也
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の
人
か
ら
い
つ
何
を
聞
か
れ
る
か
、
ど
う
い
う
こ
と
が

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
の
中
で
は
、
普
段
か
ら
自

分
で
考
え
動
く
柔
軟
さ
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
と
対
応

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

僕
が
言
う
の
は
ひ
と
つ
だ
け
。
そ
れ
は「
演
劇
っ
て

楽
し
い
よ
」と
い
う
こ
と
で
す
。
仕
事
を
し
て
い
る
と

辛
い
こ
と
や
悔
し
い
こ
と
も
一
杯
あ
る
け
れ
ど
、
演
劇

自
体
は
も
の
す
ご
く
楽
し
い
も
の
で
、
つ
ま
ら
な
く
す

る
の
も
楽
し
く
す
る
の
も
自
分
次
第
な
ん
だ
よ
、
と
。

野
田
秀
樹
さ
ん
と
初
め
て
の
仕
事
で
打
ち
合
わ
せ
の
折
、

喫
茶
店
で
野
田
さ
ん
と
二
人
だ
け
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
フ
ッ
と「
野
田
さ
ん
演
劇
っ
て
何
？
」

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
。
言
っ
た
途
端
、
何
と
い
う
愚

問
を
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
後
悔
し
た
け
れ
ど
、
間
髪

入
れ
ず
野
田
さ
ん
は「
愛
だ
よ
」と
。
そ
の
時
は
ふ
ざ
け

た
の
か
な
と
思
っ
た
も
の
で
す
が
、
最
近
、
あ
の
時
野

田
さ
ん
は
本
気
で
言
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
よ
う

に
な
っ
て
。
野
田
さ
ん
の
芝
居
の
作
り
方
を
見
て
い
て

強
く
そ
う
感
じ
る
ん
で
す
。
そ
う
い
っ
た
想
い
っ
て
必

ず
舞
台
に
も
仕
事
に
も
表
れ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。

野
田
さ
ん
は
本
当
に
天
才
だ
か
ら
…
…
。

―
改
め
て
、
舞
台
監
督
と
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
だ
と
思

わ
れ
ま
す
か
。

　

最
近
よ
う
や
く
わ
か
っ
て
き
た
の
が
、
き
ち
ん
と
段

取
り
を
組
ん
で
様
々
な
セ
ク
シ
ョ
ン
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
。
若
い
頃
は

覚
え
る
こ
と
で
精
一
杯
で
、
あ
る
程
度
仕
事
を
覚
え
て

か
ら
は
ル
ー
テ
ィ
ン
で
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
そ
れ
が
こ
こ
十
年
く
ら
い
、
本
当
に
舞
台
監

督
の
仕
事
が
面
白
く
て
し
か
た
が
な
い
ん
で
す
。
何
度

や
っ
て
も
こ
れ
を
ま
た
忘
れ
て
た
と
か
、
こ
う
い
う
風

に
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
か
、
毎
回
後
悔
し
て
、

次
は
も
っ
と
上
手
く
や
っ
て
や
ろ
う
と
頭
の
中
で
グ
ル

グ
ル
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
も
し
も
芝
居
に
携
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
ら
、
自
分
は
何
を
や
っ
て
い
た
ん
だ
ろ

う
と
思
う
く
ら
い
、
ど
ん
ど
ん
芝
居
が
好
き
に
な
っ
て

い
く
自
分
に
も
気
づ
く
ん
で
す
。
昔
は
そ
ん
な
こ
と
気

に
留
め
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
芝
居
を
た
く
さ
ん
観

た
い
し
、
そ
の
中
に
ず
っ
と
い
た
い
。
石
井
先
生
は
よ

く「
趣
味
、
仕
事
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
僕
も
ま
さ

『エリザベート』（2015年6〜8月　帝国劇場）
井上芳雄（左）

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ひ
ろ
た
・
す
す
む

大
阪
市
出
身
。
当
時
、
藤
沢
市
民
オ
ペ
ラ
指
揮
者

だ
っ
た
、
故
・
福
永
陽
一
郎
氏
を
頼
り
上
京
。
そ

の
後
、
ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
イ
や『
シ
ョ
ー
ガ
ー
ル
』

（
故
・
福
田
陽
一
郎 

作
・
演
出
）等
の
舞
台
監
督
助

手
と
し
て
演
劇
活
動
に
入
る
。
そ
の
後
フ
リ
ー
の

舞
台
監
督
と
し
て
、
石
井
ふ
く
子
演
出『
新
と
な

り
の
芝
生
』『
幸
福
』、
宮
本
亜
門
演
出『
香
港
ラ
プ

ソ
デ
ィ
ー
』『
月
食
』、
野
田
秀
樹
演
出『
野
田
版

〜
か
ら
騒
ぎ
』『
野
田
版
〜
真
夏
の
世
の
夢
』、『
贋

作　

罪
と
罰
』『TABO

0

』『
キ
ル
』、『Right Eye

』

『
半
神
』『
カ
ノ
ン
』『
贋
作　

桜
の
森
の
満
開
の

下
』（
以
上
、N

O
DA

・M
AP

）な
ど
、
多
彩
作
品

に
参
加
。
最
近
で
は
、『
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
』『
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
！
』『
レ
デ
ィ
・
ベ
ス
』（
以
上
、
小
池
修
一

郎
演
出
）、『
二
都
物
語
』（
鵜
山
仁
演
出
）、『
エ
ニ
シ

ン
グ
・
ゴ
ー
ズ
』（
山
田
和
也
演
出
）、『
ル
ド
ル
フ　

ザ
・
ラ
ス
ト
・
キ
ス
』（
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ル
ヴ
ォ
ー
演

出
）な
ど
、
帝
国
劇
場
で
上
演
さ
れ
る
数
多
く
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
舞
台
監
督
を
務
め
て
い
る
。

に
そ
う
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
興
味
が
尽
き

な
い
し
、
面
白
さ
を
ず
っ
と
感
じ
続
け
て
い
ら
れ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

取
材
・
文
／
高
橋
涼
子

写
真
協
力
／
東
宝
演
劇
部
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劇
場
と
わ
た
し

　
「
え
？
私
で
大
丈
夫
で
す
か
？
」こ
の
原
稿
の
執
筆
依

頼
を
受
け
た
時
、
開
口
一
番
に
発
し
た
言
葉
。
こ
れ
ま

で
錚
々
た
る
方
々
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
恐
れ

多
い
と
感
じ
な
が
ら
も
、
こ
ん
な
機
会
を
頂
け
る
こ
と

は
滅
多
に
な
い
の
で
、
二
十
余
年
、
福
岡
・
博
多
で
演

劇
を
見
続
け
、
劇
場
に
通
っ
た
日
々
を
思
い
返
し
て
み

る
こ
と
に
し
た
。

　

そ
も
そ
も
、
子
供
〜
学
生
時
代
ま
で
、
演
劇
と
は
全

く
関
わ
り
の
無
い
世
界
で
生
き
て
い
た
。
学
生
時
代
の

夢
は
広
中
平
祐
の
よ
う
な
数
学
者
に
な
る
こ
と
。
本
を

読
む
の
が
大
嫌
い
で
、
バ
ン
ド
ブ
ー
ム
ど
真
ん
中
、
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
が
大
好
き
。「
冗
談
画
報
」や「
オ
ー
ル
ナ

イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
」な
ど
深
夜
番
組
や
音
楽
に
ば
か
り
傾

倒
し
て
い
た
。
学
者
に
な
り
た
い
と
言
っ
て
い
る
割
に

は
恐
ろ
し
い
く
ら
い
に
世
の
中
に
踊
ら
さ
れ
た
日
々
。

ま
さ
に
演
劇
と
は
無
縁
の
日
常
だ
。

　

衝
撃
的
な
出
会
い
は
突
然
や
っ
て
き
た
。
一
九
九
〇

年
、
福
岡
の
百
道
浜
に
突
如
、
大
が
か
り
な
テ
ン
ト
が

現
れ
、
お
祭
り
の
よ
う
な
一
座
が
や
っ
て
き
て
猫
の
よ

う
な
人
間
た
ち
が
縦
横
無
尽
に
テ
ン
ト
内
で
動
き
ま
わ

り
歌
う
。
街
中
が
大
騒
ぎ
で
子
供
も
大
人
も
夢
中
で
通

い
、
そ
の
お
祭
り
は
七
ヶ
月
間
続
い
た
。
そ
う
劇
団
四

季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
キ
ャ
ッ
ツ
』が
初
め
て
福
岡
で

ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演
を
打
っ
た
の
だ
。
時
を
同
じ
く
し

て
、
上
京
し
た
友
達
に
誘
わ
れ
て
東
京
で
初
め
て
観
た

「
東
京
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ボ
ー
イ
ズ
」と
い
う
劇
団
に
夢
中

な
り
始
め
た
頃
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ま
で
も
数
多
く
の
作

品
が
福
岡
で
公
演
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
ん
な
情
報

は
興
味
の
な
い
者
に
は
届
か
な
い
。
街
が
動
き
出
し
て
、

初
め
て「
演
劇
」の
存
在
を
意
識
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

学
生
演
劇
を
や
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
制
作
に

携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
私
が
、「
演
劇
」

を
強
く
意
識
し
た
の
は
、
こ
の
時
の
ふ
た
つ
が
偶
然
に

重
な
っ
た
か
ら
だ
。
数
学
者
に
な
る
夢
も
や
む
な
く
閉

ざ
さ
れ
、
楽
し
み
は
音
楽
と
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
外
側

か
ら
見
て
い
る
こ
と
だ
け
。
そ
こ
を
横
切
る
よ
う
に
入

っ
て
き
た「
演
劇
」と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
新
し
く
別

世
界
の
も
の
だ
っ
た
。「
演
劇
」に
夢
中
に
な
っ
た
理
由

の
ひ
と
つ
は
、
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
劇
世
界
の

劇
場
と

　
わ
た
し

　
　
　
　（
第
十
回
）

観
客
で
あ
り
続
け
る

シ
ア
タ
ー
ビ
ュ
ー
フ
ク
オ
カ　

編
集
長　

筒　

井　

あ　

や
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中
に
、
す
ん
な
り
入
っ
て
い
け
る
と
い
う“
特
技
”を
潜

在
的
に
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
舞
台
上
の
誰
か
に

気
持
ち
が
憑
依
し
て
身
体
ご
と
劇
世
界
に
入
っ
て
い
く
。

心
地
よ
い
体
験
だ
っ
た
し
、
新
し
い
体
験
だ
っ
た
。

　

以
後
、
福
岡
は
も
ち
ろ
ん
、
東
京
、
大
阪
と
貪
る
よ

う
に
演
劇
を
観
始
め
た
。
後
追
い
で
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

に
な
っ
て
い
る
も
の
は
出
来
る
限
り
観
た
。

　

そ
し
て
一
九
九
六
年
、
劇
団
四
季
が
福
岡
に「
福
岡

シ
テ
ィ
劇
場
」を
開
場
、
さ
ら
に
三
年
後
の
一
九
九
九

年「
博
多
座
」が
開
場
。
そ
れ
ま
で
土
日
に
東
京
か
ら
来

る
演
劇
を
観
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
福
岡
に
、
毎

日
演
劇
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
劇
場
が
で
き
た
の
だ
。

そ
れ
か
ら
は
歌
舞
伎
で
古
典
芸
能
を
知
り
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
に
浮
か
れ
て
歌
い
な
が
ら
帰
る
。
楽
し
い
毎
日
だ

っ
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
福
岡
の
演
劇
事
情
に
疑
問
を
持

ち
始
め
て
い
た
。
芝
居
を
観
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
た
て

る
の
に
、
一
苦
労
す
る
。
な
ぜ
な
ら
先
の
公
演
の
情
報

は
、
観
に
行
っ
た
公
演
に
折
り
込
ま
れ
た
チ
ラ
シ
で
し

か
わ
か
ら
な
い
か
ら
だ
。
タ
ウ
ン
誌
の
限
ら
れ
た
省
ス

ペ
ー
ス
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
わ
ず
か
数
本
。
演
劇
を
観

に
来
た
人
に
し
か
次
の
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
＝
観
劇
人

口
が
増
え
な
い
＝
観
客
が
増
え
な
い
所
に
演
劇
の
数
は

増
え
な
い
。
こ
の
閉
鎖
的
な
ス
パ
イ
ラ
ル
を
壊
さ
な
い

と
、
演
劇
の
数
は
増
え
な
い
＝
観
た
い
作
品
が
福
岡
に

は
来
な
い
。
そ
れ
に
歌
舞
伎
を
好
き
な
人
で
小
劇
場
を

観
た
い
人
も
い
る
は
ず
だ
。
商
業
演
劇
も
小
劇
場
も
横

並
び
に
し
て
外
に
広
げ
た
ら
、
観
劇
人
口
が
増
え
る
＝

演
劇
の
数
が
増
え
る
＝
私
が
う
れ
し
い
！
と
、
何
と
も

短
絡
的
な
考
え
か
ら「
シ
ア
タ
ー
ビ
ュ
ー
フ
ク
オ
カ
」と

い
う
舞
台
メ
イ
ン
の
情
報
誌
を
二
〇
〇
六
年
に
手
弁
当

で
創
刊
。
思
い
立
っ
た
ら
試
さ
な
い
と
気
が
済
ま
な
い

し
、
誰
か
が
作
る
の
を
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
そ
れ
く

ら
い「
演
劇
」を
観
る
こ
と
を
渇
望
し
て
い
た
の
だ
。

　

が
、
し
か
し
東
京
に
演
劇
を
観
に
行
く
こ
と
は
止
め

ら
れ
な
い
。
や
は
り
新
し
い
演
劇
を
新
し
い
時
に
観
た

い
し
、
福
岡
に
来
る
ま
で
待
て
な
い
、
福
岡
で
は
観
ら

れ
な
い
。
だ
っ
た
ら
東
京
で
観
る
し
か
な
い
。
今
で
も

“
こ
こ（
福
岡
）に
は
何
か
足
り
な
い
”、
そ
ん
な
思
い
が

あ
る
の
は
確
か
だ
。

　

た
だ
、
こ
こ（
福
岡
）で
し
か
観
ら
れ
な
い
作
品
も
あ

る
。
今
で
も
、
ま
る
で
昨
日
観
た
か
の
よ
う
に
思
い
出

せ
る
舞
台
が
あ
る
。
二
〇
一
一
年
、
九
州
新
幹
線
全
線

開
業
記
念
の
興
行「
桜
壽
博
多
座
大
歌
舞
伎
」だ
。
中
で

も
平
成
中
村
座
の
演
目
が
初
め
て
博
多
座
で
上
演
さ
れ

る
と
あ
っ
て
期
待
は
高
ま
る
ば
か
り
。
博
多
座
の
舞
台

の
奥
行
き
を
充
分
に
生
か
せ
る『
夏
祭
浪
花
鑑
』だ
。
も

と
は
中
村
勘
三
郎
さ
ん
が
出
演
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、

病
に
倒
れ
ら
れ
急
遽
、
中
村
勘
九
郎
さ
ん
が
務
め
る
こ

と
に
。『
夏
祭
浪
花
鑑
』の
団
七
九
郎
兵
衛
役
は
、
勘
三

郎
さ
ん
の
当
た
り
役
で
あ
り
、
勘
九
郎
さ
ん
は
初
役

だ
。
急
な
配
役
変
更
で
、
記
者
発
表
の
場
で
も
緊
張
が

拭
え
な
い
。
俳
優
の
緊
張
や
不
安
を
観
客
は
恐
ろ
し
い

ほ
ど
敏
感
に
感
じ
取
る
。
公
演
前
か
ら「
こ
の
公
演
は

ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
？
」そ
ん
な
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。

し
か
し
幕
が
開
い
て
す
ぐ
に
そ
の
不
安
要
素
は
払
拭
さ

れ
た
。
勘
九
郎
さ
ん
の
張
り
詰
め
た
緊
張
感
と
鬼
気
迫

る
気
迫
、
出
演
者
全
員
が
勘
九
郎
さ
ん
を
支
え
る
の
だ
、

と
い
う
熱
い
想
い
が
舞
台
上
に
迸
っ
て
い
た
。
そ
れ
を

観
客
は
目
の
当
た
り
に
し
て
熱
い
思
い
で
芝
居
を
観

る
。「
が
ん
ば
れ
、
勘
九
郎
！
」誰
も
が
そ
う
思
っ
て
い

た
。
そ
ん
な
出
演
者
と
観
客
の
思
い
が
一
体
と
な
っ
て
、

劇
場
が
は
ち
切
れ
ん
ば
か
り
の
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

生
ま
れ
て
初
め
て
の
体
験
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
憑
依
型

観
劇
を
す
る
私
は
、
勘
九
郎
さ
ん
に
な
り
き
っ
て
何
度

と
な
く
興
奮
し
な
が
ら
劇
場
を
後
に
し
た
。
福
岡
に
い

て
も
こ
ん
な
す
ご
い
体
験
が
で
き
る
こ
と
が
、
嬉
し
く

も
あ
っ
た
。

　
「
シ
ア
タ
ー
ビ
ュ
ー
フ
ク
オ
カ
」を
発
行
し
始
め
て
今

年
で
十
年
に
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
舞
台
制
作
の
裏
側
を
見
る
こ
と
も
多
く

な
っ
た
。

　

し
か
し
、
客
席
に
座
る
と
、
た
だ
の
観
客
の
ひ
と
り

に
な
れ
る
。
だ
か
ら
観
劇
は
止
め
ら
れ
な
い
の
だ
。
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演
劇
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
諸
先
輩
方
か
ら
強
く
勧
め
ら
れ
て
い
た
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
ま
す
。
―
こ
の
業
種
を
続
け
る
な
ら
一
度
は

ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
観
て
お
き
な
さ
い
！
―
煌
び
や
か
な
シ

ョ
ー
ビ
ズ
界
の
先
端
を
走
り
続
け
る
ラ
ス
ベ
ガ
ス
事
情

を
多
く
の
先
輩
方
か
ら
聞
く
度
に
、
漠
然
と
し
な
が
ら

も
強
い
憧
れ
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
海
外
研
修
の
機
会
を
頂
き
、
念
願
を
叶
え
ら
れ

る
喜
び
に
胸
を
含
ま
ら
せ
、
同
僚
と
共
に
ア
メ
リ
カ
へ

旅
立
ち
ま
し
た
。
以
下
、
研
修
旅
程
で
感
じ
た
こ
と
を

報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
十
二

月
中
旬
、
極
寒
を
覚
悟
し
防
寒
準
備
を
万
端
整
え
日
本

を
発
っ
た
の
で
す
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
意
外
に
も
暖

か
く
コ
ー
ト
を
脱
い
で
も
汗
ば
む
陽
気
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
の
観
劇
は
、
比
較
対
照
す

べ
く
日
本
で
も
観
劇
経
験
の
あ
る『The	Phantom

	of	
the	O

pera

』を
選
び
ま
し
た
。
本
作
で
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

イ
の
最
多
上
演
記
録
・
最
長
ロ
ン
グ
ラ
ン
記
録
を
更
新

し
続
け
て
い
る
マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ッ
ク
劇
場
は
賑
や
か
な

ネ
オ
ン
で
明
る
い
界
隈
の
中
で
も
比
較
的
落
ち
着
い
た

（
と
も
す
れ
ば
怪
し
い
）雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
お
り
、

劇
場
立
地
も
含
め
て
作
品
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
な
と
感

心
し
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
重
厚
な
造
作
の
客
席
空

間
の
独
特
な
雰
囲
気
に
よ
り
、
開
演
前
か
ら
弥
が
上
に

も
期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
が
、
予
想
通
り
良
い
刺
激
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
俳
優
陣
の
歌
唱
力
・
表
現

力
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
ワ
ー
ク
の
安
定
感
も
含
め
て
日

本
版
と
の
歴
然
と
し
た
差
に
感
嘆
し
き
り
で
し
た
。
界

隈
の
劇
場
が
ほ
ぼ
同
時
刻
に
終
演
す
る
の
で
通
り
は
一

時
的
に
大
変
混
雑
し
ま
す
が
、
観
劇
後
の
興
奮
冷
め
や

ら
ぬ
観
客
の
渦
の
中
を
歩
く
の
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
メ

ッ
カ
の
風
情
の
一
つ
。
良
い
も
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
も
う
一
つ
の
目
的
と
し
て
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
の
最
新
多
目
的
ホ
ー
ル
兼
屋
内
競
技
場
で

も
あ
る
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
・
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｂ
Ａ
、
Ｎ
Ｈ
Ｌ
の
本
拠
地
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
コ

ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
る
二
〇
一
二
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
の
真
新
し
い
ホ
ー
ル
で
す
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

の
巨
大
Ｌ
Ｅ
Ｄ
パ
ネ
ル
に
よ
る
迫
力
あ
る
コ
マ
ー
シ
ャ

リ
ン
グ
に
も
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
が
、
何
よ
り
巨
大
施
設

の
割
に
観
客
動
線
が
シ
ン
プ
ル
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、

初
訪
問
に
も
関
わ
ら
ず
迷
う
こ
と
な
く
館
内
の
目
的
の

場
所
へ
移
動
で
き
ま
し
た
。
空
間
デ
ザ
イ
ン
と
案
内
表

記
の
重
要
性
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
打
っ
て
変
わ
っ
て

肌
寒
く
、
準
備
し
て
き
た
防
寒
具
を
無
駄
に
せ
ず
に
済
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劇　場　名 所　属　・　役　職 氏　　　名

歌舞伎座 歌舞伎座 照明部 飯　坂　治　樹

歌舞伎座 演劇製作部 歌舞伎製作室 谷　口　さやか

新橋演舞場 演劇開発企画部 事業室 河　辺　幸　枝

新橋演舞場 新橋演舞場 照明 多　賀　正　記

帝国劇場 演劇部 プロデューサー室 齋　藤　安　彦

帝国劇場 演劇部 宣伝室 羽　原　和　男

シアタークリエ 演劇部 企画室 白　石　朋　子

シアタークリエ 営業係 角　倉　加奈子

明治座 営業部 団体課 主任 宇　野　　　喚

明治座 営業部 個人課 主任 武　市　哲　弥

中日劇場 劇場部 制作課 課長代理 安　藤　直　樹

中日劇場 事務管理部 主事 鈴　木　映美子

新歌舞伎座 制作部 東京事務所長
兼プロデューサー 梅　田　尚　吾

新歌舞伎座 舞台課 照明 山　本　幸　里

博多座 総務部 課長代理 石　原　奉　英

博多座 営業部セールス 主任 岩　戸　孝　介

み
ま
し
た
。
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
の
公
演
を
メ

イ
ン
に
四
作
品
を
観
劇
し
ま
し
た
が
、
特
に
印
象
的
だ

っ
た
の
が
マ
ン
ダ
レ
イ
・
ベ
イ
に
て
上
演
さ
れ
て
い
る

『M
ichael	Jackson	O

N
E

』で
す
。
同
劇
団
の
ラ
ス
ベ

ガ
ス
常
設
公
演
と
し
て
は
九
作
目
と
な
る
最
新
の
シ

ョ
ー
に
相
応
し
く
、
近
年
劇
的
な
進
歩
を
遂
げ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、

マ
ジ
ッ
ク
的
な
視
覚
効
果
を
生
ん
で
観
客
を
大
い
に
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
上
で
、
身
体
能
力
を
魅
せ
る
サ
ー

カ
ス
的
演
出
と
最
新
技
術
と
の
融
合
を
果
た
し
た
こ
と

で
、
ダ
ン
ス
等
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
効
果
を
際
立
た
せ
、
稀

代
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
の
楽
曲
と
も
相
ま
っ
て
と
て

も
魅
力
的
な
シ
ョ
ー
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

他
に
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
の
公
演
は『
Ｏ
』と『
Ｋ

Ａ
』を
観
劇
し
ま
し
た
が
、
全
て
の
公
演
に
い
く
つ
か
の

共
通
点
を
見
出
し
ま
し
た
。
第
一
に
、
舞
台
機
構
・
客
席

を
含
む
劇
場
意
匠
の
全
て
を
上
演
作
品
に
合
せ
て
設
計

さ
れ
た
ロ
ン
グ
ラ
ン
前
提
の
専
用
劇
場
で
あ
る
と
い
う

点
。
上
演
演
目
の
差
し
替
え
を
前
提
と
す
る
日
本
の
常

設
劇
場
で
は
不
可
能
な
公
演
、
言
い
方
を
変
え
れ
ば
ラ

ス
ベ
ガ
ス
で
な
け
れ
ば
観
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
絶
大
だ
と
思
い
ま
し
た
。
第
二
に
、

英
語
力
を
さ
ほ
ど
必
要
と
せ
ず
英
語
圏
外
の
人
も
含
め

た
万
人
が
気
軽
に
楽
し
め
る
シ
ョ
ー
を
厳
選
し
て
い
る

点
。
街
全
体
が
観
光
地
で
あ
る
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
特
性
を

生
か
し
、
人
種
も
年
齢
層
も
幅
広
く
世
界
中
か
ら
集
ま

る
観
光
客
を
取
り
込
む
べ
く
、
作
り
手
都
合
で
は
な
い

演
目
選
定
を
し
て
い
る
事
は
見
習
う
べ
き
点
で
す
。
第

三
に
、
カ
ジ
ノ
ホ
テ
ル
の
常
設
劇
場
と
し
て
シ
ャ
ワ
ー

効
果
を
最
大
限
引
き
出
せ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
点
。

各
劇
場
共
に
巨
大
ホ
テ
ル
の
カ
ジ
ノ
フ
ロ
ア
と
直
結
す

る
よ
う
に
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
配
置
し
て
お
り
、
演
目
の

魅
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
観
劇
目
的
で
は
な
い
観
光

客
も
含
め
て
多
く
の
人
が
自
然
と
劇
場
の
周
囲
に
集
ま

る
よ
う
考
え
ら
れ
て
お
り
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
文
化
の
違
い
は
あ
れ
ど
彼
の
地
で
演
劇
を
取

り
巻
く
環
境
が
盛
り
上
が
る
様
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
翻
っ
て
日
本
に
於
い
て
既
存
の
演
劇
フ
ァ
ン
以

外
に『
演
劇
』や『
シ
ョ
ー
』を
娯
楽
と
し
て
選
択
し
て
も

ら
う
為
に
我
々
が
ク
リ
ア
す
る
べ
き
多
く
の
課
題
を
突

き
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
頂
き
ま
し
た
日
本

演
劇
興
行
協
会
様
お
よ
び
関
係
者
の
皆
様
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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歌舞伎座 松竹株式会社 船越　直人 104-0061　東京都中央区銀座4-12-15 03-3545-6800
新橋演舞場 松竹株式会社 千田　　学 104-0061　東京都中央区銀座6-18-2 03-3541-2600
サンシャイン劇場 松竹株式会社  170-8630　東京都豊島区東池袋3-1-4文化会舘 03-3987-5281
帝国劇場 東宝株式会社 阿部　聖彦 100-0005　東京都千代田区丸の内3-1-1 03-3213-7221
シアタークリエ 東宝株式会社 芦山　典子 100-0006　東京都千代田区有楽町1-2-1 03-3591-2400
明治座 株式会社明治座 野田　勇樹 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-1 03-3660-3939
中日劇場 株式会社中日新聞社 森　　茂樹 460-0008　愛知県名古屋市中区栄4-1-1中日ビル 052-263-7190
御園座 株式会社御園座  建　替　え　中 
新歌舞伎座 株式会社新歌舞伎座 大塚　博之 543-0001　大阪府大阪市天王寺区上本町6-5-13 06-7730-2121
大阪松竹座 松竹株式会社 市村　昌也 542-0071　大阪府大阪市中央区道頓掘1-9-19 06-6214-2211
南座 松竹株式会社 藤田　　孝 605-0075　京都府京都市東山区四条大橋東詰 075-561-1155
博多座 株式会社博多座 山本　哲郎 812-8615　福岡県福岡市博多区下川端町2-1 092-263-5858

法人会員

株式会社イヤホンガイド 代表取締役社長　久門　　隆 104-0061　東京都中央区銀座3-14-1 銀座3丁目ビル5F
有限会社大久保化学工業 代 表 取 締 役　大久保政彦 103-0008　東京都中央区日本橋中洲4-15
松竹株式会社 代表取締役社長　迫本　淳一 104-8422　東京都中央区銀座4-1-1
松竹衣裳株式会社 代表取締役社長　酒井　誠一 104-0041　東京都中央区新富2-2-8
松竹ショウビズスタジオ株式会社 代表取締役社長　飯島　義裕 104-8422　東京都中央区築地4-1-1 東劇ビル6階
株式会社タカサゴ 代表取締役社長　新倉　康榮 171-0031　東京都豊島区目白1-1-1
東宝株式会社 代表取締役社長　島谷　能成 100-8415　東京都千代田区有楽町1-2-2
藤浪小道具株式会社 代表取締役社長　野村　哲朗 111-0032　東京都台東区浅草6-3-4
株式会社明治座 代表取締役社長　三田　芳裕 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-1
株式会社WOWOWコミュニケーションズ 代表取締役社長　黒水　則顯 220-8080　神奈川県横浜市みなとみらい3-3-1 三菱重工横浜ビル18F
株式会社中日新聞社 代表取締役会長　白井　文吾 460-8511　愛知県名古屋市中区三の丸1-6-1
株式会社御園座 代表取締役社長　長谷川栄胤 460-8403　愛知県名古屋市中区栄1-6-14
株式会社新歌舞伎座 代表取締役社長　川瀬　昌弘 543-0001　大阪府大阪市天王寺区上本町6-5-13
株式会社博多座 代表取締役社長　芦塚日出美 812-8615　福岡県福岡市博多区下川端町2-1

賛助会員

有限会社アトリエ・カオス 代 表 取 締 役　田中　義彦 156-0056　東京都世田谷区八幡山1-1-15
株式会社エス・ピー・ディ明治 代表取締役社長　井田　浩司 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-1 明治座アネックスビル
演舞場サービス株式会社 代表取締役社長　迫本　淳一 104-0061　東京都中央区銀座6-18-2
株式会社歌舞伎座 代表取締役社長　大谷　信義 104-0061　東京都中央区銀座4-12-15
歌舞伎座舞台株式会社 代表取締役社長　荒牧大四郎 104-0061　東京都中央区銀座7-15-5 共同ビル4階
有限会社菊地商事 代 表 取 締 役　菊地　正夫 162-0834　東京都新宿区北町40番地
熊谷印刷株式会社 代表取締役社長　岡田　智夫 104-0045　東京都中央区築地3-3-12
サンピアンかわさき 館　　　　　長　足立　公司 210-0011　神奈川県川崎市川崎区富士見2-5-2
新橋演舞場株式会社 代表取締役社長　迫本　淳一 104-0061　東京都中央区銀座6-18-2
成旺印刷株式会社 代表取締役社長　江原　浩一 101-0047　東京都千代田区内神田2-14-6神田アネックスビル
株式会社総合医学社 代 表 取 締 役　渡辺　嘉之 101-0061　東京都千代田区三崎町1-1-4
東京帝国警備保障株式会社 代表取締役社長　島居　眞文 170-0005　東京都豊島区南大塚3-47-1 オーエスビル6F
東京エンジニアリングシステムズ株式会社 代表取締役社長　中澤　　誠 108-0023　東京都港区芝浦4-3-4 田町きよたビル5F
株式会社東宝コスチューム 取 締 役 社 長　國井　祐嗣 151-0043　東京都渋谷区笹塚3-22-3
株式会社東宝サービスセンター 代表取締役社長　守屋　俊男 100-0006　東京都千代田区有楽町1-7-1 有楽町電気ビル
東宝舞台株式会社 代表取締役社長　加藤　陽則 339-0025　埼玉県さいたま市岩槻区釣上新田1048-1
東宝不動産株式会社 代表取締役社長　髙橋　昌治 100-0006　東京都千代田区有楽町1-5-2
株式会社トーショー 代 表 取 締 役　岩田　敏雄 187-0004　東京都小平市天神町3-10-3
杜陵印刷株式会社 代表取締役社長　大野　志郎 104-0045　東京都中央区築地2-3-4築地第一長岡ビル9Ｆ
株式会社宝円堂 代 表 取 締 役　阿多　　亨 104-0041　東京都中央区新富1-5-5
株式会社宮澤商店 取 締 役 社 長　宮澤　　武 111-0032　東京都台東区浅草6-5-1
明治座事業株式会社 代表取締役社長　三田　芳裕 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-3
明治座舞台株式会社 代表取締役社長　北村　純一 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-3
鵜飼興業株式会社 代表取締役社長　神谷　武彦 460-0008　愛知県名古屋市中区栄2-1-1日土地名古屋ビル4F
有限会社藤井照明 取 締 役 社 長　藤井　幹伸 464-0075　愛知県名古屋市千種区内山3-1-15
株式会社山二製材所 代 表 取 締 役　児玉　正光 454-0012　愛知県名古屋市中川区尾頭橋通1-25
大阪府公衆浴場組合 理　　事　　長　浦田　　充 543-0071　大阪府大阪市天王寺区生玉町9-3
株式会社関西再資源ネットワーク 代表取締役社長　福田　裕司 592-8331　大阪府堺市西区築港新町4丁2番5号
有限会社関西照明設備研究所 代 表 取 締 役　河本　康夫 552-0007　大阪府大阪市港区弁天3-15-9
三精テクノロジーズ株式会社 代 表 取 締 役　中川　　実 532-0003　大阪府淀川区宮原4-3-29
たつた舞台株式会社 代 表 取 締 役　立田　　豊 542-0071　大阪府大阪市中央区道頓掘1-9-19 大阪松竹座
学校法人野辺野学園 理　　事　　長　山中　　理 514-1121　三重県津市久居二ノ町1855
山田不動株式会社 代表取締役社長　山田　崇博 604-8414　京都府京都市中京区西ノ京小倉町22

特別会員

公益財団法人都民劇場 理　　事　　長　糟谷　治男 104-8077　東京都中央区銀座5-1-7 数寄屋橋ビル6F

公益社団法人  日本演劇興行協会　会員名簿


